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本
紙
の
主
語

日
本
の
晴
人
に

は
辛
抱
を
つ
く

る
肱
山
内
史
的
使
命

が
あ
る

@ 現金 ・切手 ・蟹替

で前納 1 

」一

一秩
序
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
嬰
」
弁
論

一
摘
し
た
の
に
対

k
ア
メ
H
J

カ
は
「
経

一済
権
利
義
務
態
章
、
平
和
・
軍
縮
問
題

一を
碧
零
歳
診
フ
の
は
不
適
切
明
あ

一
る
」
と
、
古
典
つ
向
か
己
反
対
し
九

一

世
界
会
議
で
同
こ
の
笑
が
さ
ら
に

一審
議
さ
れ
る
な
宍
相
当
紛
糾
す
る
も

一
の
と
一
見
ゃ
れ
、
採
択
の
段
僧
で
は
大
幅

一
に
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
e

一ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
倒
か
れ
た
諮
問
一
世
界
行
動
計
画
の
要
旨
は
次
の
と
お

一
委
員
会
(
わ
が
同
を
命
め
ニ
=
一
か
国
診
一
り
。

一
加
)
で
密
訴
さ
れ
た
が
、
当
初
回
章
一
一
第
一
一
都
圏
内
行
動
(
閣
僚
婦
人
年
の

一
O
九
演
で
あ
っ
た
も
の
が
、
南
北
、
東
一
目
的
を
速
成
す
る
十
あ
の
長
期
計
画
の

一
西
の
害
見
対
立
ー
か
ら
ニ
O
六
項
目
に
ふ
二
環
と
し
丈
一
九
七
五
|
八
五
年
の

一
〈
れ
あ
が
っ
ち
ち
な
み
に
、
ア
メ
H
J

一一

0
年
間
に
わ
た
る
閣
内
↑
行
動
に
指
針

一
ベ
西
欧
諸
国
が
￥
」
霊
視
す
一
を
与
え
る
も
の
)

一
る
の
に
対

K
発
壌
で
一
閣
は
「
発

一

各
国
は
国
情
に
応
じ
、
目

処

第

一
塁

、
共
産
舗
は
「
平
和
」
益
事
'
一
順
位
を
決
定

K
震
に
よ
る
決
意
表

様
に
作
成
さ
れ
た
も
の
.
し
が
レ
、
閲
一
る
柑
尚
一
が
見
ら
れ
る
。

F
aスク
二

明
と
制
度
の
設
立
を
す
る
@
婦
人
問
題、

に
よ
っ
系
人
の
地
位
に
大
き
は
壁
一

1
デ
ン
は
「
男
女
地
震
胤
に
き
下
一
に
関
す
る
政
府
機
関
の
設
置
、
国

容

が
あ
る
た
処
置
が
自
閣
の
状
況
に
一
に
保
障
さ
れ
ゐ
に
差
ま
争
実
態
面
一
の
再
検
耐
と
望
契
約
の
批
准
産

応
じ
え
こ
の
計
画
の
中
か
r
旨

礎

一に
お
い
ザ
」
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
一
進
ず
る
、
など。

震
宿
署
決
定
す
る
こ
と
を
挺
乏
し
一
さ

と
い
う
意
向
刊
ジ
章
ル
l
マ
三
第
二
章
国
内
行
蜘
の
た
め
の
特
定

て
い
る
。
従
っ
究
室
盟
奮
が
す
べ

ア
、

要
は
「
平
和
議
や
植
民
地
の
一
分
野
(
国
内
-
付
般
と
し
て
主
要
な
露

て
の
凶
に
一
律
に
強
制
さ
れ
る
の
引
ほ
一
独
立
闘
争
へ
の
婦
人
参
加
を
強
調
す
る
一
を
特
に
と
D
ト
び
て
い
る
が
、
各
分
揚

亨
¥
あ
く
ま
で
あ
箆
昂
性
格
を
も
一
乙
と
露
出
ご
と
雪
ま
ペ

メ
キ
一
は
密
接
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
返

つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一シ
コ
、
ニ
ジ
ェ
l
ル
な
と
が
「
行
動
計
一
A
高
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
を
あ
る
と
い

ζ
の
案
処
三
月
青
か
ら
十
四
H
一画
案
に
経
済
菊
葬
華
や
新
国
際

一

2
8

-1 r全
-1 X国

-E 婦人
一一 す覧

捺
正日
欄

一ーで
す

一
一室

「
百
六
の

解
放
め

ざ
そ
う

国
連
総
長
が
開
会
演
説

A

国
際
協
力
お
よ
び
菌
際
平
和
へ
の
人
身
売
買
対
策
。

婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
。
第
三
滋

H
J
す
I
チ
、
資
制
柑
収
集
お

B

政
治
行
動
へ
の
婦
人
の
平
等
な
診
一
よ
ぴ
分
析
(
情
報
不
足
と
統
釘
支
出
の

加

。

一

不

統

一

に

基

づ

〈

欠

陥

か

ら

国

際

活

動

C

教
育
お
よ
び
訓
「
棒
L
お
け
る
不
平
一
が
で
き
に
く
い
た
め
、続
一
息
議
、指
標

等
の
克
服
(
玄
サ
就
学
率

・
文
官
一
の
設
定
食
レ
、
婦
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

率
)
H玄
サ
就
学
の
た
め
の
託
児
誠
一
を
す
る
)

度
。
共
学
の
奨
励
な
ど
。

一

第
四
お
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
(
婦
人

D

夜
用
お
よ
び
関
連
の
経
済
活
動
H

一
の
地
位
向
上
に
対
す
ゐ
マ
ス
コ
ミ
の
質

婦
人
労
働
者
へ
の
機
会
と
待
遇
の
平
一
献
と
危
険
性
砕
チ
ェ

y
ク
す
る
)
。
マ

等
の
達
成
、
手
の
た
め
の
政
策
、
計
一
ス
メ
デ
ィ
ア
監
督
者
の
A
H
任
迫
及
と
管

函
の
獲
備
、
母
性
保
護
の
確
保
な
一
理
職
へ
婦
人
を
参
加
さ
ぜ
る
必
要
を
高

ど

。

一

め

る

。

E

健
康
お
よ
び
栄
建
H

食
糧
・
栄
強
一
第
五
都
国
除
的
お
ぷ
ぴ
泊
線
的
活

政
徳
L
お
け
る
弱
者
(
少
女
・
妊
産
一
動
。

婦
・
幼
児
)
の
優
先
な
ど
。
一

A

世
界
的
行
動
リ
一
九
七
五
l
八
五

F

近
代
社
会
に
お
け
る
家
庭
H
家
事
一
年
を
婦
人
と
開
発
の
た
め
の
十
年
と

労
働
と
両
性
の
役
割
の
再
評
価
。
婚
一
室
戸
レ
、国
連
、各
凶
ほ
ど
の
参
加
を

姻
・財
産
面
に
関
す
る
婦
人
の
法
的
一
要
請
す
る
e

会
必
代
表
団
や
関
連
必

保
護
の
蕊
大
。
釆
婚
の
母
、
非
嫡
出
一
機
闘
へ
の
国
間
交
の
比
識
を
平
均
の
と

子
を
合
計
柾
会
保
障
制
度
の
強
化
。

一

れ
た
も
の
に
す
ゐ
。

G
人
口
H
人
口
鋤
強
弁
婦
人
の
地
位
一

B

地
域
活
動
H
地
域
会
員
会
は
常
設

の
不
可
分
な
関
係
な
ど
。

一

機
機
を
作
夕
、
婦
人
問
題
を
優
先
的

H

住
宅
お
よ
び
関
連
施
設
H
婦
人
の
一
に
計
画
す
る
。

必
要
を
考
慮
レ
た
住
第
出
現
境
墜
備
の
一
第
六
恕
再
検
討
お
よ
び
減
価
(
本

必
要
性
。

一

計
画
の
進
行
状
況
を
定
期
的
止
一
年

I

他
の
社
会
問
題
H
底
辺
扇
、
高
令
一
む
と
H
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
)

層
、
犯
罪
者
婦
人
へ
の
配
慮
と
売
春

体
が
来
る
の
は
初
め
て
だ
と
い
う
こ
と

で
大
変
期
待
さ
れ
て
い
る
を
つ
だ
.
実

M
U

多
い
メ
キ
シ
コ
旅
行
が
塞
現
す
る
乙

と
だ
る
フ
。
政
府
だ
け
に

任
せ
ら
れ
ぬ

各
分
野
で
の

交
流
深
め
る

山東さと一
山村山明言語
一1
5
2
=一親
善
使
節

L

滞

人

議

員

も

=
一
望
一
〈
言
。

一

最

初

予

定

し

て

い

左

足

警

が

=

一

国

揺

人

年

雲

っ

か

け

に

で

き

た

j
J

ご

-
t
J

=
一
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
P
ま
す
と
、
会
滋
一
キ
1
セ

ン

観

光

に

貢

綜

ど

~

と

い

う

還

=

一

が

、
こ
ち
わ
は
行
動
す
る
会
で
は
一
也
〈

政

府

代

表

団

(

一
に

出

ら

れ

る

の

は

一

臼

だ

け

て

後

は

亙

議

閣

の

朴

大

統

領

官

霊

員

三

交

流

す

る

会

。

婦

人

を

し

丈

ひ

ろ

く

薦
代
表
団
は
藤
田
た
喜
ん
章

一翼

警

と

か
?

と

?

、
日
程
一
て
い
た
事
実
が
わ
か
っ
た
た
め
、
こ
の

行

動

を

起

こ

す
全

一

襲

警

流

を

ま

る

こ

と

に

よ

り

長
に
、
労
響
の
森
山
真
弓
婦
人
少
年

一
に
つ
い
て
は
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
。

一

代

書

P
」
キ
ャ
ン
セ
ル
、
名
た
め
キ
「
悶
購
入
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
人
種
・
宗
教
・
政
省
・
重
な
ど
を
の

局
長
、
厚
生
省
の
量
立
子
母
子
福
祉
一
海
外
視
察
芝
居
産
会
費
一
ュ
l
パ
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
た
と
い
っ
工
事
を
起
こ
す
せ
た
ち
の
さ
で
同
一

2ヘ
呉
氏
族
空
の
震
を
採
め

妻

、
文
部
省
の
志
繁
子
婦
人
警
一
存
は
か

15は
い
於
税
金
の
ム
一
塁
。
主
っ
た
。
斉
藤
千
代
さ
ん
を
一
ジ
ャ
ー
す
ス
ト
、
事
な
ど
二
±
玉
幸
和
を
信
久
化
さ
一
ま
え
と
い

課
長
、
農
林
省
で
安
阪
の
矢
口
光
子
妄
使
い
は
し
て
い
し
く
な
い
も
の
。
旦
図
書
団
員
は
ニ
O
代
上
ハ
O
代
J

広
三
人
が
一
八

R
メ
キ
シ
コ
に
向
け
て
出
一
員
品
言
っ
て
い
る
。

世
界
会
議
定
、
三
つ
の
長
五

一審

警

護

b
、女
皇
太
、震
六
雇
用
人
年
に
組
ま
れ
+
予
定
、
ひ
ょ

一と
年
齢
胤
お
そ
顔
ぶ
れ
暴
論
一
発
主
。一

行
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、一

こ

の

盟

話

器

島

誌

の

た

‘
る
「
平
等

・
発
展

・平
和
」
に
基
づ
き
一
人
の
襲
。
ま
ぺ
婦
人
国
会
議
員
が

一っ
と
す
る
と
、
高
の
覧
会
話
の
派
一
考
案
宝
ひ
さ
ん
を
は
じ
め
、
女
二
こ
と
は
か
れ
主
申
請
な
政
府
代
表
団
一
向
婦
人
の
童
相
互
-
喜
を
は
じ
め

一

一

呂

志

程

、
役
割
の
変
化
、
お
よ
一
臨
主
し
参
加
し
、
自
民
党
か
ら
は
一
法
第
で
毒
消

ιる
の
で
は
な
い
だ
一
襲
警
四
人
、
遣

の

新

盟

主

一に
は
系
せ
て
お
け
な
い
」
と
、同
時
に
百
際
会
議
へ
の
安
代
表
委
納
入

一
草
等
の
一
歳
に
と
っ
℃

の

警

」

一

宮

宅

事

実

中

村

妻

、

す
っ
か
、
と
い
有
名
下
A
の
も
っ
一
会
ど
も
い
て
さ
ま
ざ
ま
。

一昨
な
わ
れ
長
閉
会
諭
百
本
の
室
一
盟
主
の
涯
と
受
け
入
れ
、
婦
人
に

一
「
宍
位
と
対
等
な
立
場
で
の
婦
人
の
竺
山
東
昭
子
、
社
会
%
か
ら
星
条
竺
ぱ
ら
の
昭
事
今

一

会
議
選
「
大
い
に
も
の
申
す
つ
も
万
実
情
を
訴
え
た
い
と
い
え
一
よ
E
Q

文
化
・
答
・
2
術
・
撃

の

展
へ
の
者
」
「
喜
和
の
強
化
お
一

2
5、公
開
先
か
ら
質
ユ

民

間

分

科

会

一
一
り
」
有
民
間
の
婦
人
会
議
の
分
斜
会
て
行
の
華
人
-
喜
子
さ
ん
は
一
交
流
な
ど
の
寧
安
定
う
こ
と
に
な

よ
ぴ
人
重
別
撤
廃
へ
の
婦
人
の
参
ス
、
民
社
兇
か
ら
中
春
季
、
共
産

一

一
二
で
斉
藤
さ
ん
が
昼
の
女
性
と
L
て
ア
二
世
界
中
の
女
た
ち
が
、
一
同
に
会
す
一
っ
て
い
才
、
今
回
の
メ
キ
シ
コ
富

加
」
な
ど
が
話
i
語
れ
る
於
最
も
一
望
新
共
同
で
田
中
美
智
子
と
、
喜

一

で

ア

ピ

ー

ル

=
一
ピ
l
会
主
っ
ち
一
行
の
一
人
川
一
る
は
じ
め
て
の
機
会
て
政
府
ま
か
せ
一
主
主
撲
の
一
つ
。

妻
議
題
処
昔
話
人
へ
の
差
一
が
義
派
で
名
を
巡
ら
ね
て
い
る
。
一
=
一
上
正
予
さ
ん
(
主
婦
)
は
「
会
議
議
一
で
は
な
く
民
閣
の
わ
れ
わ
れ
私
儀
委
一
番
各
地
右
芸
春
翼

警
は
く
す
た
め
に
何
を
は
す
べ
き
か
一
願
圏
第
語
義
た
な
い
於

一

あ

ご

bt
一
に
羽
信
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
東
南
ア
妄
の
場
に
参
加
す
る
と
い
う
点
差
義
一
童
女
教
師
を
は
じ
め
白
番
連
防
人

と
い
う
「
算
重
量
」
だ
と
さ
れ
山
富
子
さ
ん
は
「
私
、
文
教
委
員
を

一句
読
く
女
と
考
え
る
主
婦
の
広
君
一
ジ
ア
の
在
と
交
流
を
ま
ら
是
主
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
婦
人
運
蚕
ロ
会
の
重
量
吋
北
川
え
み
き

て
い
る
。

，

し
て
お
り
ま
す
の
て
婦
人
の
警
に

了

J
を
商
に
、
替
の
活
動
を
続
一
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

B
本
は
ア
一
票
世
界

2
2フ
い
う
愈
味
あ
い
ん
な
ど
五
二
名
が
参
加
す
る
が
、
至

急

話

菌

処

聖

霊

勇

一

つ

い

ず

¥
各
閣
の
顧
問
の
方
た
ち
と
交
け
て
い
る
「
あ
色
ap」
詰
購
入
年

一ジ
ア
の
中
で
し
か
警
ら
れ
な
い
の
だ
一
義
つ
の
か
、
主
日
本
の
中
に
い
た
一
シ
コ
で
の
主
誇
聖
、
審

パ

l
テ

高
権
が
っ
た
わ
れ
て
い
る
に
ゑ
主
流
を
持
つ
つ
も
D
で
す
の
。
女
性
信
一
算
書
に
一
八
人
の
事
指
参
加
し
京
ら
」
と
欧
米
よ

Zア
ジ
ア
に
星
一
在
高
わ
か
ら
な
い
問
題
の
情
報
も
一
ィ
I
に
出
る
こ
と
と
会
警
護
す
る

わ
ら
宍
乙
の
原
則
が
十
分
実
現
し
ぞ
一
力
を
ぬ
怨
す
る
に
は
、
や
は
り
一教
育
を
一
た
。
一
一
九
日
に
似
凶
の
予
定
だ
が
、
メ
一
向
け
た
い
乙
と
を
強
調
し
た
。
一
得
て
乙
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
運
動
の
縦
一
も
の
交
と
く
に
副
本
の
状
況
を
知
ら

い
な
い
地
域
が
多
い
こ
と
か
良
算
一
号
主
斎
棄
を
な
く
さ
は
く
て
は
互
シ
コ
滞
在
二
五
H
ま
で

4の
グ
一
大
使
館
を
き
て
一
行
が
訪
れ
る
こ
一
仁
長
い
と
思
い
ま
す
」
と
す
切
っ
一
室
た
め
の
蓄
は
し
な
い
と
い
之

会
議
で
答
申
時
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
目
一
な
hu
ま
せ
ん
も
の
ね
。
日
本
で
女
性
の

一
ル
l
プ
と
白
穏
が
ち
ょ

っ
と
準
つ
の
は
一
と
を
知
っ
た
キ
ュ
ー
バ
ポ
ほ
女
性
の
回
一

て
い
た
。

、

同
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
竹
内
み
ど
り
記
者
同

国
際
婦
人
年
を
飾
る
世
界
会
議
は
、
一

九
日
午
前

一一

時

ハ日
本
時
間
二

O
日

午
前
二
時
)
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
郊
外
の
パ
レ
ラ
体
育
館
で
開
会
式
を
行
な
い
、
二
週
間
に
わ
た
る
会
議
の
幕
を
開
け
た
。

開
会
式
に
は
ご
ニ

O
を
越
す
固
か
ら
お
よ
そ
台、

0
0
0人
が
列
席
、ま
ず
ク
ル
ト
ハ
イ
ム
国
連
事
務
総
長
が
「
す
べ
て
の
国
の

市
民
が、

女
性
の
真
の
解
放
と
い
う
目
標
を
め
ざ
す
と
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
初
め
て
の
意
義
深
い
試
み
で
あ
る
」

と
強
調
、

続
い
て
主
催
国
メ
キ
シ
コ
の
エ
チ
ェ
ベ
リ
ア
大
統
領
や
シ
ピ
ラ
世
界
会
議
事
務
局
長
ら
が
演
説
し
た
申
会
場
は、

各
国
の
民
族

衣
装
で
色
彩
豊
富
、
な
か
で
も
南
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
代
表
団
女
性
の
ア
オ
ザ
イ
姿
が
ひ
と
き
わ
華
や
か
。
な
ご
や
か
な
交
歓
風

景
が
あ
ち
と
ち
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
E

会
議
は
と
の
あ
と
、
二
日
目
か
ら
木
会
議
と
第

一、

第
二
委
員
会
に
分
か
れ
て
本
格
的

な
討
議
に
入
っ
た
む
一

方
、
と
れ
と
並
行
し
て
民
間
集
会
「
国
際
婦
人
年
ト
リ
ビ
ュ

l
ン」

も
開
会
し
た
。

メ
キ
シ
コ

で
華
や
か
に
開
幕
し
た
国
際
婦
人
年
世
界
会
議

〈
U
P
Iサ
ジ
〉

い
と
い
品
-
高
き
出
し
丈
少
A

多
品
開
ジ
ャ
1
ナリ
J

ス
ト
が
顔
を
出
し

憤

慨

す

る

。

て

宍

第

=

あ

方

集

り

顔

を

出

さ

「
ま
あ
、
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
ず
街
が
決

φ
り
れ
て
い
る
の
か
一
般

弘
勝
国
た
き
さ
ゐ
ι

閥

均

体

待

出

二

日

時

事

雪

れ

な

か

の
考
え
ど
お
D
何
に
で
φ

養
成
す
れ
今
度
の
世
界
会
議
選
、
民
間
の

綬

一

夜

宮

沢

一

外

相

を

何

レ

め

と

す

「

婦

人

の

拘

唱

え

る

問

題

を

集

中

的

ば

い

い

っ

て

も

の

じ

ゃ

あ

D
ま
せ
ん
方
や
顧
問
の
婦
人
縮
財
さ
ん
た
ち
が

る
各
凶
僚
が
、
婦

人

間

勉

に

対

す

る

に

考

え

る

選

を

歩

ん

主

主

と

と

ゃ

か

ら

ね

。

決

議

レ

た

以

志

内

閣

が

た

く

さ

ん

ト

リ

J

ピュ

I
ン
に
出
ら
れ

・
認
識
が
厄
D
な
い
と
ぺ
婦
人
議
員
な
市
川
房
枝
ざ
ん
た
ち
と
五
O
年

近

ぐ

そ

れ

彦

守

り

推

進

し

て

い

く

責

任

と

る

よ

つ

で

す

べ

ジ

ャ

l
ナ
H
J
ス
ト

ど
か

ら

毒

cwて
い
る
が
、
「

国

婦

会

運

動

を

し

て

き

丈

覆

蓑

が

あ

り

ま

す

か

員

各

省

代

表

エ

ン

カ

ヲ

ン

タ

ー

な

ど

も

企

画

さ

れ

際

婦

人

年

世

界

会

議

」

の

政

府

首

席

に

触

れ

て

き

た

点

字

鼠

わ

れ

た

の

で

の

女

性

一

線

長

な

主

』

よ

く

相

談

し

、

て
る
よ
っ
刊
ず
か
pq
政
府
代
表
団

代
表
に
決
ま
っ
た
藤
田
た
き
さ
ん
へ
し
ょ
柚
門
折
、
ζ
の

放

で

す

か

ら

急

進

皆

さ

ん

の

怠

見

の

お

取

り

次

ぎ

が

で

に

と

っ

て

も

い

い

刺

激

に

な

る

と

思

の

風

当

た

り

弘

司

ず

い

ぶ

ん

強

い

よ

き

る

よ

2ι
頑
振
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
男
性
の
認
織
を
高
め
る
よ

う
長

?

;

代

表

豊

か

な

圃

潔

怪

験

ぃ

苧

て

?

と

、

1日
日
一
過
の
チ
ャ
ン
ス
だ
急

に
嘩
あ
せ
て
お
け
な
い
と
息
巻
い

h

・

、

i
l
i
-
-
B
E
t
-
F

，EE

婦
人
問
題
に
対
す
る
関
心
が
大
き
く
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
求
を
自
由
に

て
ら
っ
し
ゃ
る
よ
フ
で
す
か
、
私

自

な

っ

た

乙

と

に

驚

き

な

が

只

過

去

表

現

甘

さ

る

人

た

ち

宍

大

き

な

力

君
民
閣
の
つ
も
D
な
ん
で
す
が
ね

「

私

な

り

に

ガ

シ

パ

リ

ま

す

」
の
国
連
代
表
だ
っ
直
の
こ
と
を
述
だ
と
期
待
し
て
い
る
さ
で
あ
急

・:
」
と

い

さ

さ

か

当

惑

気

味

。

四

年

懐

ず

る

。

円

」

自

身

も

臼

本

の

ク

l
マ
ン
D
ブ
逮

前
に
自
動
車
事
故
に
会
い
、
足
が
不
的
な
こ
と
は
で
き
な
い
し
よ
さ
そ
生
委
員
会
に
も
回
、
日
本
の
あ
D
の
ジ
ス
な
透
度
の
し
か
た
で
す
か
ら
「
私
が
婦
人
の
地
位
委
員
会
に
出
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
る
な
ど

自
由
。
今
回
の
会
議
に
は
経
む
さ
ん
ぬ
る
い
と
z
宮
あ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
な
き
茅
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
ね
。
そ
・
之
壊
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
て
い
た
頃
は
ち
っ
と
も
ジ
ャ
1
ナ
P
主
宰
の
M
I
S
S藤
田
、
出
席
に

告
で
人
の
付
添
い
と
と
も
尺
ツ
エ
ん
で
す
は
と
ね
」
す
。
先
日
送
ゃ
れ
て
J

草
~
ニ
O
六
項
引
タ
よ
」
と
も
這
う
。
ズ
ム
に
出
ま
せ
ん
で
し
て
ね
。
乙
の
轡
ヘ
々
ル
気
漏
え
の
よ
う
で
あ

を
つ
い
て
出
庫
3
る
。
団
長
の
役
割
は
と
聞
く
久
本
会
自
の
世
界
一
付
控
引
幽
に
自
を
通
す
と
国
際
会
話
な
P
R公
式
的
な
場
明
白
委
員
会
時
第
三
委
員
会
の
下
に
あ
る
。

勝
利
書
写
室
立
の
奨
学
識
で
一

O
分
程
度
の
ス
ピ
ー
チ
を
す
芸
b
か
と
い
え
ば
発
塁
窄
扇
向
本
ほ
ど
婦
人
代
表
の
少
な
い
聞
は
な
っ
た
の
で
す
か
、
第一

、
第
二
に
は

金
玄
ノ
メ
y
カ
の
プ
D
ン
マ
1
女
子
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
乞
是
が
け
の
習
が
多
い
よ
足
感
量

C

大
へ
留
学
し
ー
そ
の
後
、
山
川
菊
筏
「
私
の
考
え
を
亭
フ
幻
け
で
は
な
く
た
が
、
日
窓
の
婦
人
が
変
わ
っ
て
き

さ
ん
の
警
継
い
宣
言
の
婦
人
て
、
各
省
の
震
を
ま
と
め
た
も
の
だ
の
岐
た
か
だ
か
一
ニ
O
年
京
ら

少
与
局
長
を
四
年
、
そ
の
閥
、
関
連
に
な
hu
そ
う
で
す
ね
」
と
の
乙
と
。
で
し
ょ
。
手
の
似
の
縫
村
婦
人
の
事

代
表
と
し
て
財
人
の
地
位
委
員
会
で
民
間
と
の
食
い
違
い
が
多
い
政
府
窓
憾
な
P
藷
し
ず
ぞ
れ
ば
、
い
く
ら
か

も
語
、
一
一
一
七
年
か
ら
四
八
年
ま
で
見
の
代
弁
雲
せ
ら
れ
る
よ
っ
乏

で
主
窪
に
立
つ
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

は
湿
田
塾
穴
学
学
長
を
つ
弁
あ
る
と

い
さ
さ
か
お
気
の
混
と
い
っ
た
感
が
ょ
う
か
。
先
進
同
日
本
を
と
披
露
す

い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
る
.

し
な
い
で
も
な
い。

「
で
き
る
だ
け
る
と
い
っ
た
っ
丈
随
分
ア
ン
パ
フ

日
本
か
ら
参
加
の
お
も
な
団
体

世
界
会
議
の
政
府
首
席
代
表

1
1ノ

国
際
線
人
年
の
聖

一
巨
民
一

を
飾
る
世
界
会
識
が
始

一
寸
「
一

ま
っ
合
政
府
や
マ
ス

一
三
寸
一

コ
ミ
の
怒
予
盗
塁
の

一
人
一

お
か
げ
か
、
婦
人
富

三
市
一

に
そ
て
関
心
の
深
い

戸
『
〈

と
は
思
え
な
い
田
町
性
ま

で
弘
司
今
年
が
国
際
M

人
年
で
車
V
Q
こ
と
は
、
一
応
と
一
停
知

の
よ
♀
」
企
と
こ
ろ
有
こ
の
閃
遣

の
会
議
と
い
・
3
も
の
は
、
ど
の
く
ら

い
影
磁
力
が
あ
る
の
だ
ろ
っ
か
。
会
一

識
が
開
か
れ
る
前
か
ら
-す
で
に
「
鼠
一

な
る
フ
品
ス
テ
ィ
パ
ル
に
終
わ
る
の
一

明
ほ
な
い
か
」
と
危
ぶ
む
声
が
強
一

い
。
昨
年
は
国
際
人
口
年
l
l。
と
一

れ
は
グ
レ
は
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
一

な
〈
は
な
い
。
人
口
爆
発
を
恐
れ
て
一

か
、
子
供
を
少
な
〈
と
い
う
声
は
よ
一

〈
聞
か
れ
る
。
子
供
を
少
な
〈
生
ん
一

で
図
る
の
は
長
期
的
鼠
還
し
に
立
一

之
~
場
合
の
政
府
く
ら
い
だ
ろ
ラ
か
一

ら
企
と
こ
ろ
が
婦
人
の
地
位
向
上
と
一

き
た
ら
、
ま
ね
し
D
が
ぜ
ん
μ
翁
筈
の
一

か
ら
み
合
う
人
間
だ
身
げ
て
と
て
一

も
「
子
供
は
少
な
く
」
〈
ら
い
の
決
一

心
で
は
婦
人
の
地
位
は
変
わ
ら
な
一

ぃ
。
命
宮
証
拠
、
}
九
六
七
年
に
一

採
択
さ
れ
た
「
婦
人
に
対
す
る
支
別
一

徹
町
慰
霊
」
も
H

童
塞
宣
言
都
一

市
d

程
度
の
心
得
事
項
的
な
数
栄
し
一

か
な
か
っ
た
A
婦
人
年
の
た
め
の
二
一

千
二
O
O万
円
の
予
舛
は
、
£
念
行
一

事
や
記
芯
崩
収
物
、
ポ
ス
タ
ー
、

P

一

l
フ
レ
ア
ト
、

m演
会
や
討
論
会
と
一

い
っ
?
議
い
の
も
の
向
立
文
現
実
一

的
な
法
係
改
正
へ
の
惑
気
込
4
は
之
一

し
い
、
メ
キ
シ
コ
会
議
そ
の
も
の
が
一

大
き
な
広
告
効
策
し
か
期
待
で
き
な
一

い
と
い
っ
て
も
よ
い
@
労
酌
省
内
部
・一

で
も
一
時
英
向
相
の
ず
y
チ
ャ
l
夫

Z

-お
祭
り
騒
ぎ
に

終
わ
ら
せ
る
な

人
を
時
ぽ
?
か
と
い
内
議
が
あ
っ
た

と
出
く
。
東
京
都
も
広
s対
番
組
を
伴

内
d

て
財
人
の
地
位
向
上
の
呼
.
ひ
か
り

を
す
る
な
P
』
、
要
す
る
に
や
る
こ
と

F
ぞ
J

乙
と
み
な
広
報
の
段
階
を
出
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
不
況
の
お

旦
方
選
多
く
の
棄
が
広
告
貨

を
火
胞
に
削
減
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
令
ず
で
あ
る
企
乙
の
ょ
っ
に
広
告

と
は
、
ら
と
も
と
予
算
が
限
ら
れ
た

夕
、
縮
小
さ
れ
た
り
す
る
と
き
1

真

弓
先
に
削
ら
れ
る
べ
き
性
貨
を
持
っ

て
い
る
も
の
屯
震
が
盃
か
で

測
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
令
外
お

省
宇
品
別
に
と
れ
ば
、
婦
人
外
交
管
を
一

一
人
し
か
採
用
し
て
い
な
い
政
府
は
一

い
っ
た
い
誕
に
向
つ
て
の
用
人
の
地
位

向
上
を
呼
ぴ
か
け
て
い
る
の
ず
忍
う

か
。
も
レ
ゼ
ん
苓
?
世
界
が
る
Q
の
だ

A
d

た
ら
、
生
活
保
護
嶋
酬
を
増
議
す
る

と
か
、
離
婚
、
未
婚
の
母
の
家
を
停

る
と
か
、
あ
告
し
い
は
保
育
所
を
増
設

す
る
T4¢υ
た
方
が
奈
は
ど
広
告
効

果
が
あ
る
と
尽
つ
の
だ
が
、
い
か
が

な
も
の
か
@
い
く
ら
広
告
好
き
の
企

業
主
で
も
乙
う
は
す
ま
い
と
恩
え
る

ほ
ど
行
政
府
の
自
は
広
報
に
症
が
れ

て
い
る
。
現
実
的
な
具
体
案
な
し
の

呼
び
か
け
は
一
種
の

w
お
た
め
と
か

し
u
に
過
ぎ
な
い
。

A
-盗
子
な
会
田
置

で
お
茶
を
に
と
し
て
い
る
一
方
で
も

男
性
の
臼
金
の
一
半
分
し
か
予
り
え
な

い
女
事
あ
る
い
は
パ
l
ト
ポ
鵡
自

ク
ピ
を
切
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
人

寝
た
き
D
4
4
人
の

w語
で
一
自
の
休

み
が
伺
年
私
議
れ
ず
に
働
い
て
い
る

主
婦
i
!な
E
凶
際
婦
人
年
一
と
関
係

の
な
い
附
界
に
い
る
人
た
ち
は
多

い
。
そ
う
い
え
ば
三
木
政
栂
義
足
当

時
の
M
H

弱
者
救
済
H

と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
般
近
世
ほ
め
っ
た
に
凶
か
れ

な
く
な
っ
た

言葉にならずとも、通いあうからこそ夫婦。

サラリーは“きょ うの暮ら しに"ポーナスは

“あしたの暮ら しに"。ご家庭の成長とtも
に着実に築かれていく基礎財産。 この夏の

ボーナスも大切に。

49~手・夏のボーナス使途

手取り 100.0% 

消費支出 21.9 

預貯金 62.6 

その他 15;5 

(総理府統計局「家計調査J49年)

③協和銀行
rt:このむよ・・もJrtJかづてます二」• 



信
金
で
の
収
孝
章
ぷ

L
t
モ
れ
ぞ

H
冊
目
月
お
H
(と
)
q削
叩
時

れ
地
区
に
耐
ら
れ
、
よ
り
車
拡
酎
な
括

5
千世
4
師
加
分

動
在
且
附
さ
れ
る
よ
TO
朋

持

し

ま

す

」

場

所

都

道

阿

県

会

館

千

代

回

目

且

杢
あ
い
さ
っ
し
た
.

一安
サ
グ
力
リ
ン
の
問
盟
点
と
サ
y
カ
リ

平
同
町
2
1
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主L主型空
・縛週目キ'J:l・マン11マンバ》ク6本A

￥2，000 
・特選キッコーマ:.-IJマンパック'*入
特遭うす屯ちキッヨー".:--1Jマンパ yク2本入

￥2，500 
キッコーマン・かん入セット

・キッコーマンしようゆ卸かI.A

~1.500 
・キッヨーマyしょうゆ81かんん

￥2，300 
化入2，首合せ

000 

saLキン
特選
マンJ可ツクセット

、

、

ご
ぶ
さ
た
の
ご
あ
い
さ

便
り
に
代
え
て
、
贈
っ
て
も

深
い
香
り
の
甲
}
と
ば
が
あ
り
ま
す
勺

じ
っ
く
り
読
ん
で
も
ら
h

えます勺

サ
ン
ト
リ
ー
。プ

U

ザ
コ

H

吋，、，-↑η
 

日
ゲ
ケ
ル

q
LZm 

リ
-
d

ク

8

-サントリーウイスキーオールド

ポルトガルワインマテウスロゼ中瓶

特製コルクスクリュー
:1.000円

-サントリーウイスキーオールド

オールド77';ションドグラス2コ
ー 2.300門

-サントリーウイスキーリザープ、オールドー-
5.400円
・サントリ E ウイスキーローヤル'ギフト"~ケー汁

5.000円
・サントリーウイスキーオールド2本一一一一一
4.;;00円

・サントリーブランデーv・s・0・p
特製プランデーグラス

3.500円

・サントリーワイ ン〈デリカ〉スベγャル{赤・自)

特製コル9スクリュ
1.800円
・新発売'サントリーウイスキーヱクストラゴールド

オールドファ ッショ ンドグラス2コーーーーーー
且7001'1

・赤玉ハニーワインスヘシャル(赤・自)一一一一
ι000円

心にのこる贈りもの

お中元はサントリー

このほか、お好みに合わせたセ rトカ・たくさん

ございます.

いろいろなサントリーかり、あなたのサントリーを、

デパート 、お酒属きんでお選び〈ださい.
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混気の多い夏が来た
私
た
ち
の
生
活
僚
式
も
近
と
ろ
は
、

畳
の
生
活
か
ら
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ

ッ
ト
を
使
う
生
活
に
変
わ
っ
て
き
た
。

ζ
の
じ
喰
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
見

だ
自
に
は
き
れ
い
で
も
、
あ
ま
hu
身
近

な
た
め
に
汚
れ
に
気
が
つ
か
な
い
人
が

多
い
@
汚
れ
が
ひ
P
マ
な
ら
な
い
よ
う

衛
生
に
十
分
気
を
つ
け
る
事
が
大
切
。

じ
ゅ
フ
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
使
用
率

が
文
化
生
活
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
清
潔
度
が
家
庭

生
活
向
上
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る

わ
け
だ
。

て

写塁多
のの γ、
と努 "守

主零使
の撞 い

き宝捨
Z喬τ
刀と
lし

婦人新聞間受""'"

ト
に
磁
hu
つ
け
て
使
う
と
と
が
多
い
。

今
ま
で
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
買
い
、
一
二
年

1
五
年
l
七
年
と
何
の
手
入
れ
も
し
な

い
で
、
汚
し
て
使
い
捨
て
に
す
る
の
が

常
減
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き

た
。
乙
れ
は
じ
ゅ
・
フ
た
ん
・
カ
1
ベ
y

ト
の
級
い
方
を
婦
ら
ず
、
更
に
不
衛
生

き
わ
ま
D
な
い
事
だ
。

じ
ゅ
、
フ
た
ん
・
カ
1
ベ
y
ト
に
は
業

ー
ペ
ッ
ト
を
汚
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
毛
頬
に
虫
の
つ
く
原
因
に
も
な
る

る
。
そ
の
汚
れ
か
ら
湿
気
と
高
温
の
梅

雨
ど
き
に
は
カ
ピ
も
は
え
や
す
く
な

る。

号室 画
区警期
主志 的
ヤ震 な
マ套技
づえ術

肌
や
愉
に
一
番
き
た
な
い
足
の
哀
が
庫
管
理
専
門
の
企
業
が
な
い
の
で
管
理
よ

接
ふ
れ
る
。
子
供
の
い
る
家
庭
で
は
特
の
不
備
を
痛
感
し
て
、
十
数
年
前
じ
ゅ

に
不
衛
生
に
な
る
事
が
多
い
@
じ
ゅ
う
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
衣
場
、
羊
の

た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
自
の
中
で
大
脇
国
で
有
名
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
こ

菌
や
一
雑
菌
が
発
生
す
る
。
そ
の
上
に
落
の
種
の
研
究
を
盤
ね
た
。

し
た
食
べ
も
の
宇
チ
ど
も
が
ひ
ろ
っ
て
昭
和
四
五
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

ロ
へ
も
っ
て
い
く
。
考
え
た
だ
け
で
も
研
究
技
術
を
生
か
し
、
日
本
の
生
活
後

ゾ
ッ
と
す
る
。
ま
た
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
式
に
マ
y
テ
し
た
方
法
で
日
本
で
巌
初

の
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
出
張

ク
μ
l
ニ
ン
グ
専
門
柴
と
し
て
発
足
、

放
々
の
技
術
開
発
を
経
て
国
際
美
遊
抹

式
会
社
や
設
立
し
た
。
今
ま
で
に
な
い

事
業
と
し
て
白
木
の
新
分
野
で
活
路
、

数
k
の
実
績
を
挙
げ
、
業
界
の
注
自
を

あ
び
て
い
る
。

岩
佐
さ
ん
は
「
日
本
の
主
婦
は
外
国

の
主
婦
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
無
関

心
だ
。
も
っ
と
じ
争
う
た
ん
・
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
清
潔
管
理
を
文
化
生
活
の
常
減

と
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

濁
際
美
涯
で
ク
ジ
l
ニ
ジ
グ
を
し
て

い
る
代
々
木
の
マ
ジ
シ
ョ
ジ
に
住
む
主

婦
の
大
江
さ
ん
は
「
夕
刊
3
1
ニ
ン
グ
を

し
た
ら
部
屋
が
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く

な
っ
た
の
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

知
ら
な
い
間
に
ず
い
分
汚
れ
て
い
た
の

で
す
ね
。
私
は
じ
ゅ
う
た
ん
の
ヒ
を
業

/ 

足
で
夢
〈
の
が
好
き
な
の
で
、
踏
み
つ

け
ら
れ
て
ね
て
い
た
毛
が
昌
J

屯
さ
れ
て

足
ざ
わ
D
が
よ
く
な
hu
、
毎
日
、
気
分

が
さ
わ
や
か
で
す
」
と
誓
ん
で
い
る
。

女
じ
申
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
特
徴
女

マ
畳
の
上
に
敷
い
た
ま
ま
で
も
、
板
や

コ
シ
ク
D
lト
に
貼
り
付
け
た
ま
ま

で
も
よ
い
。

マ
毛
の
長
い
も
の
、
短
い
も
の
、
純
毛

の
も
の
、
化
学
繊
維
の
も
の
な
ど
何

で
も
差
支
え
な
い
。

マ
シ
ミ
は
特
殊
な
シ
ミ
と
D
液
で
残
さ

ず
き
れ
い
に
仕
上
が
る
。

マ
主
婦
の
自
の
前
で
短
時
間
で
仕
上
が

る
円
六
畳
間
で
=
一
O
分
、
四
O
平
万

M
M
で
一
時
間
)

マ
毛
の
貨
を
傷
め
た
hu
変
色
さ
せ
た

hu
、
製
品
の
面
積
を
縮
め
た
り
す
る

心
配
が
な
い
。

マ
ジ
ヤ
ジ
プ
!
時
の
水
分
を
九
O
M位

ま
で
吸
い
取
る
の
究
後
佳
一
時
間

位
の
自
然
乾
燥
で
使
え
る
よ
う
に
な

る
。
急
速
乾
燥
す
る
と
製
品
が
絡
む

の
で
と
れ
は
避
け
る
こ
と
。

マ
洗
剤
は
感
臭
や
化
学
変
化
を
起
こ
す

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

マ
自
然
乾
燥
後
は
洗
剤
が
結
晶
し
た
形

で
強
hu、
ク
ジ
l
ニ
ン
グ
効
果
を
助

長
す
る
。

マ
大
腸
菌
、
雑
菌
等
の
完
全
死
滅
が
立

産
さ
れ
て
い
る
の
で
非
常
に
衛
生
的

で
あ
る
。

マ
犬
や
施
そ
の
他
家
畜
を
飼
っ
て
い
る

家
庭
で
民
必
ず
一
か
月
に
一
聞
は

夕刊
μ
1
ニ
ン
グ
す
る
と
衛
生
効
果
が

大
き
い
。

マ
家
庭
に
も
出
張
し
て
行
な
う
の
で
、

じ
ゅ
う
た
ん
の
持
ち
運
び
の
必
要
が

な
む

マ
家
庭
で
は
最
低
三
か
月
に
一
回
は
ク

D
I
ニ
ン
グ
浄
じ
玄
消
潔
な
生
活
を

営
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

マ
伏
金
は
市
一
仰
の
半
額
匂
本
格
的
な

じ
?
っ
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
ク

υ

1
ニ
ン
グ
会
社
は
他
に
な
い
。

-R料金
の
一
例
大

家
庭
用
、
一
周
目
安
ー
た
り
七
O
O円

事
業
所
用
(
反
容
院
、
病
院
等
)

一
平
方
M
M
t
た
h
u
=
δ
O円

安
お
問
い
合
わ
せ
宵

都
内
渋
谷
区
代
々
木
一
一
ー
一
八
|
九

国
際
美
岐
傑
式
会
社
営
業
部

話
。
一
ニ
l
三
七
四
l
一一

O
一
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総
合
高
社
の
大
手
十
数
祉
の
中
で

も、

ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
を
パ
ッ
ク
に

全
世
界
八
十
数
か
所
に
償
薬
拠
点
を

設
け
て
雄
飛
す
る
兼
松
江
商
株
式
会

社
の
町
田
祭
文
社
長
に
、
お
語
学
フ

か
が
っ
た。

1
1昨
年
、
製
八
十
五
周
年
と

聞
き
ま
し
た
が
:
・
・

「
創
業
者
の
兼
松
涛
次
郎
が
非
常

に
立
派
な
人
物
で
し
て
ね
。
貿
易
商

権
宍
日
本
人
の
手
に
と
い
量
感

を
実
現
す
る
た
め
に
、
明
治
二
十
二

年
兼
松
商
底
を
開
い
た
の
で
す
。
独

学
官
業
語
を
学
び
、
オ
1
ス
ト
ラ
H
J

ア
か
島
幸
の
直
一
貫
を
始
め
べ
明

治
二
十
三
年
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
支

庖
を
開
設
し
て
い
去
す
」

ー
ム
同
回
か
の
戦
争
を
く
ぐ
D
抜

け
て
発
展
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

「
目
的

・
日
銀
戦
争
W443主
白
く

か
ら
開
い
た
シ
ド
ニ
1
支
底
の
場
合

は
昭
和
四
年
に
兼
松
記
念
研
究
所

宍

シ

E
丁
病
院
に
話
し
て
い

ま
す
。
乙
の
建
物
の
一兼
松
の
家
紋
や
ほ
ど
、
フ
ヱ
ア
な
人
た
ち
で
す
よ
」

日
本
語
の
名
称
宍
第
二
次
世
界
大

l
l民
間
外
受
を
推
進
し
て
こ
ら

験
中
、
破
演
す
る
こ
と
な
〈
、
震
れ
た
と
も
い
え
ま
A
Pね
@

与
和
の
象
徴
と
し
て
シ

f
T市
謀

議

次

郎

時

利

益

は

商

売

民
は
守
っ
て
く
れ
ま
し
ペ
シ

Y
一
の
カ
ス
だ
と
首
っ
主
主
で
す
。
っ

1
湾
世
蓑
撃
し
作
皆
本
軍
人
を
、
努
ま
り
、
ペ
ス
ト
を
つ
く
し
て
客
に
少

数
な
戦
死
者
と
し
て
海
態
勢
仁
し
た

1
ピ
ス
を
す
れ
ば
、
自
然
に
ゴ
ミ
が

伝統の誇り社員に
町田業太社長

〈広管のぺ』少 〉

兼松江商

E車巻463号F

化
粧
品
、
正
し
く
保
管
な
さ
っ
て
ま
す
か
?

-
極
端
な
温
度
差
の
あ
る
と
二
ろ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
、
窓
際
な
ど
は
好
ま
し
く

な
い
条
件
な
の
で
す
ム
唱
ま
た
、
残
り
少
な
く
な
っ
た
も
の

を
新
し
い
も
の
に
移
し
て
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
も
や
め
ま

し
ょ
、
フ
。

-
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

化
粧
品
は
直
射
日
光
を
き
ら
い
ま
す
。
防
の
あ
た
る
鋭
ム
ロ

の
上
に
並
べ
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
也
咽

・
化
粧
用
具
(
パ
フ
や
ブ
ラ
シ
な
ど
)
は
い
つ
も
清
潔
に
。

洗
剤
を
と
か
し
た
必
る
ま
湯
で
、
ふ
り
洗
い
、
押
し
洗
い
，

A
t

守
す
れ
ば
簡
単
に
よ
ご
れ
が
落
ち
ま
す
。
よ
く
乾
か
し
て

か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

-
国
型
自
粉
の
上
に
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
の
せ
て
い
ま
す
か
。

セ
ロ
フ
ァ
ン
が
な
い
と
、
白
粉
に
皮
脂
や
フ
ア
ウ
ン
デ
イ
シ

ヨ
ン
の
油
が
つ
き
、
表
部
が
硬
く
な
り
や
す
く
「
'
と
れ
ヘ
ジ

き
」
が
惑
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
勺

-
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
じ
お
会

ま
し
ょ
う
。

化
粧
品
の
ほ
と
ん
ど
は
体
内
に
入
っ
て
も
毒
性
の
心
配
の

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、，
も
し
誤
っ
て
飲

ん
だ
り
食
べ
た
り
し
た
と
き
は
、
水
ま
た
は
牛
礼
な
ど
セ

飲
ま
せ
て
内
容
物
eぜ
フ
す
め
て
や
る
の
も
よ
い
方
法
と
い

b

え
ヰ
?
し
ょ
・
フ
。

.ミ V

道
化
粧
品
を
正
し
〈
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
こ
ん
な

よ
と
あ
ん
な
こ
と
」
を
ご
希
望
の
方
は
資
生
堂
広
報
室
消
費
者
探
手

で
ご
連
絡
〈
行
き
り

持∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞!

日
に
見
え
ぬ
汚
れ

病
気
の
原
因
に
も

⑬資生堂
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